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概要 頚部腺癌73例 を WHO 分類 に 準 じて 分類 した上 で，各組織型別 に 細胞配列，核形状，核 ク ロ マ チ

ン 所見，核小体所見 などの 細胞学的特微 に つ い て 比較検討 した．さらに，腺扁平上皮癌に つ い て は，出

現す る癌細胞を定型的腺癌細胞 ， 非定型的腺癌細胞 ， 中間型癌細胞，定型的扁平上皮癌細胞 ，非定型的

扁平上皮癌細胞 の 5 種類に分類し ， そ れ らの 出現頻度を検討 した ，こ れ ら の 結果を も と に ，頚 部腺癌 の

組織型推定の 可能性 に つ き考察を加え，以下 の 結論を得た 。

　  頚部腺癌73例に お け る各組織型 の 出現頻度は ，頚管型腺癌54．8％（高分化型 19．2％，中等度分化型

13．7％，低 分化型 21．9％），類内膜腺癌9．6％ ， 明調細胞癌 4．1％ ， 腺嚢胞癌 0 ％ ， 腺扁 平上皮癌 31．5％で

あつ た ．

　  細胞 配列，細胞形状，ク ・ マ チ ソ ・パ タ
ー

ン
， 核 小体所見 などの 各細胞学的所 見 の 出現分布状態は，

頚管型腺癌の 分化度 と密接 に 関連 し て い た 。し た が つ て 腺癌 の 分化度 は こ れ らの 所見 を 注意深 く観察す

る こ とに よ つ て 推定可能 に な る と考 え られ た t

　  類内膜腺癌の 細胞学的特徴 は ，頚管型腺癌 の そ れ と本質的 に は差異は な く，両者を 細胞学 的 に 鑑別

す る こ とは 困難 で あ つ た．

　  明調細胞癌の 特微は
，

シ
ー

ト状の 糸田胞配列，多稜形の 細胞形状，円形の 核，細顆粒状 の ク P マ チ ン ・

パ タ
ー

ン 及び肥 大核小体の 出現で あつ た ．と くに 肥大核小体は 顕著な 所 見で あ り，他 の 所見 に 付随 して

認め られる とき， そ の 診断的価値は高か つ た。

　  腺扁平 上 皮癌 に 関し て は，む し ろ 出現細胞 の ヲ拶態学的多彩性 が 特微で あ り，
こ の 組織推定に は 腺性

格 あ る い は 扁平 ヒ皮性格 を もつ て い る と は い え な い 中間型癌細胞 に 注 目す る こ とが 重要と思わ れ た ．

Synopsis　 Seventy　three　 cases 　 of 　cervical 　adenocarcinoma ，　classified　histologica｝ly　according 　to　 WHO
classi丘cation ，　were 　cytodiagnostica11y 　examined 　for　cellular　arrangement ，　cellular　shape

，
　nuclear 　shape

，

chromatin 　pattem 　and 　appearance 　rate 　of 　nucleolus ．　 In　adenosquamous 　carcinoma ，　the　observed 　cancer

cells 　were 　c 玉assified 　further　into丘ve 　categories 　and 　the　incidence　of 　each 　type　was 　clari且ed ．　 The　authors

obtained 　the　following　conclusions ，

　  The 　cytological 且ndings 　in　cellu 王ar 　arrangement ，　cellular 　shape ，　chromatin 　pattem 　and 　nucleolus

且ndings 　were 　closely 　rela 亡ed 　with 　the　degree　of 　differentiation　of 　endocervical 　type　adenocarcinoIna ，

　  Since　no 　substantial 　cytodiagnostic 　differences　were 　seen 　between　endemetrioid 　adenocarcinoma 　and

endocervical 　type　adenocarcinoma
，
　it　 appears 　to　be　diMcult　to　Clifferentiate　between 　them ，

　  Clear　ce 査1　aden   carcinema 　is　characterized 　by　sheet ．like　cell 　arrangement ，　polycrystal　cell　shape ，
round 　 nuclei ，丘nely 　granular　 chromatin 　pattern　and 　 appearance 　 of　macronucleolus ．　 Among 　them 　the
occurrence 　of 　macronucleo1us 　was 　clearly 　observed 　and 　appeared 　of 　high　value 　in　making 　a 　diagnosis．

　  Adenosquamous 　carcinoma ，　showing 　no 　characteristic 丘ndillg 　in　cytology ，　is　proved　to 　have 　mor ．

phological 　divers三ty、　Careful　observation 　of 　the　intermediate　type 　cancer 　cells 　is　necessary 　to　presurne　the
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histology　of 　adenosquamous 　carcinoma ．
Key 　words ： Cervical　 adenocarcinoma ・Cytodiagnosis ・WHO 　classi 且catio 星｝

　　　　　　　　　 緒　　醤

　 子宮頚部腺癌 の 全頚癌 に お ける頻度は 低率で あ

るが ， 扁平上 皮癌 に比 し て リソ パ 節転移率 の 高い

こ とや 放射線感受性の 問題か ら必ず しもそ の 予後

は 良 くな い 。 しか も頚部腺癌は その 病理組織像が

多種多様を呈 し，そ の 組織型に よつ て も予後が左

右 され る ともい われ る．こ の 意味か らす る と頚部

腺癌の 細胞学的特徴 の 的確な把握 は 臨床診断学的

に も重要とな つ て くる ．そ こ で 我 々 は
， 頚 部腺癌

73例 の 組織型 の 分類 を WHO 分 類
11）に 準 じて 行

い ，各組織型別 の 細 胞診標本 を retrospective に

検索 し て ，そ の 細胞学的特徴を追求し ， 頚部腺癌

の 組織型推定の 可能性を検討 し た ．
’

　　　　　　　研究対象及 び方法

　昭和46年よ り昭和 59年ま で の 14年間に兵庫県立

成人病 セ ン タ
ー
産婦人科 で 治療 しだ子宮頚部腺癌

73例を対象 と し た 。まず子 宮頚部腺癌 の 組織標本

は ，放射線治療 の み の 症例は 狙 い 生検材料 を ， 根

治手術症例は 摘 出材料 も加 えて ，全例 H ・E 染色

と症例 に よ つ て は PAS ，　 Alcian4）lue，　 Mucicar−

min 染色を加 えた ．各症例 を WHO 分類に 準じて

頚管型腺癌 adenocarcinoma
，
　endocervical 　type，

類 内膜腺癌 endometrioid 　adenocarcinema
， 明調

細胞癌 clear 　cell　adenocarcinoma
， 腺扁平上 皮癌

adenosquamous 　carcinoma に 分類 し，頚管型腺

癌 に つ い て は そ の 分 化 度 に よ り高分化型 well

differentiated
， 中 等 度 分 化 型 moderately

differentiated，低分化 型 poorly　differentiatedの

3種類 に 分けた。つ ぎに ， こ れ ら病理組織を有す

る症例 の 綿棒法に よる子宮腟部 と頚管内擦過細胞

診標本の 細胞学的所見を 以下 の 5項 目に つ い て検

索した。つ ま り，細胞診標本に み られ る全癌細胞

中に ， 以 下 に 示すそ れ ぞれ の 細胞学的所見が 認め

られ る細胞 の 出現比率を比較検討 し た．

　1）　糸田胞酉己歹［J　（Cellular 　arrangement ）

　シ
ー

ト状また は樹状 （sheet 　or 　palisade）

　腺管状 また は ブ ドウ房状 （acinous 　 or　 grape −

like）

　孤立散在性 （isolated）

2）細胞形状 （cellular　shape ）

円形 ま た は 卵円形 （round 　or 　oval ）

円柱状 （columnar ）

　多稜形 ま た は そ の 他 の 形 状 （polycrystal　 or

others ）

　3）核形状 （nuclear 　shape ）

　 円形 ま た は 卵 円形 （round 　or 　ovaD

　三 日月形 ま た は 大豆形 （crescent 　or　bean）

　不 整形 （irregular）

　4） ク ロ マ チ ソ 分布 （chromatin 　pattern）

　細顆粒状 （finely　granular）

　均
一

粗顆粒状 （uniformly 　coarse 正y　granular）

　不 規則顆粒状 （irregularly　coarsely 　granular）

　5）核小体所 見 （finding　of 　nucleoli ）

　出現頻 度 （apPearanCe 　rate ）

　肥大核小体 （macronucleoli ）

　多発核 小体 （multiple 　nucleoli ）

　　　　　　　　　成 　　績

　子宮頚 部腺癌73例 を WHO 分類 に 準 じて 前 述

の 如 く 7 型 に 分類 した と こ ろ，表 1 に 示す ご と く，

頚管型腺癌 は 40例 （54，8％）で ， そ の 内訳は 高分

化型 14例 （192 ％），中等度分化型 10例 （13．7％），

低分化型 16例 （21．9％）で あつ た ．こ れに対 して

類 内膜腺癌は 7例認め られ，全腺癌に対する比率

は 9，6％で ， 頚管型腺癌 との 比 は ほ ぼ 1 ：5．7 とな

つ た ．腺扁平上皮癌は 23例 （31．5％） み られ，比

較的高率 に 認め られた 。な お 嬰調細胞癌は 3例

（4．1％） と極め て 低率で ，腺嚢胞癌は 今回 の 検討

表 1　予 宮頚 部腺癌 に お け る 各組織型の 頻度

Histological　typc
N （≧．ofcasesRate

〔％）

Adenocarcin〔＞ma ，　endocervlca1 ヒyPe
well 　differentiated ］419 ．2
moderately 　differen窰iated 1D13 ．7
poorly　differentiated 1621 ．9

E ηdometrioid　adenocardno ユna 7 9．6
Clear　 cell 　 adenocarcinoma 3 4．1
Adenoid　cystic 　ca 星

’
cinoma o o

Adenosqu跏 ous 　carcinoma 2331 ．5

TQtal 73 100
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で は 1例 も認め られ な か つ た．

　 1．癌細胞 の 出現態度
一

細胞配列 に つ い て

　細胞診標本に み られ る癌細胞 の 配列 を ，シ
ー

ト

状また は 柵状配列 （写真 1）を とる もの と ， 腺管

状また は ブ ド ウ房 状配列 （写真 3 ）を と る もの 及

び孤立 散在性配列 （写真 2 ） の 3 種 に 分け て 検討

し た と こ ろ，図 1 に 示す ご と く， シ
ー

ト状また は

柵状配列 は ， 明調細胞癌と頚管型腺癌の 高分化型

に それ ぞれ69，9％， 71．2％と高頻度に み られ ， 腺

管状 また は ブ ド ウ房状配列 は 類内膜腺癌 に ，孤立

散在性配列は 頚管型腺癌の 低分化型 『こ比較的高頻

度 に 認め られそれぞれ 37．／％，472 ％で あっ た 。

また頚管型腺癌 の 分化度 と の 関係で み て み る と，

低 分化 と な る に つ れ シ
ー

ト状 ま た は 棚状配列 の 出

現が低 率とな り，孤立散在性 配列 が高率に 出現す

る傾向にあつ た ．

　2．癌細胞 の 細胞形態一細胞 形状に つ い て

　癌細胞 の 細胞形状 を 円形 もし くは 卵 円形，円柱

形，多稜形 も し くは そ の 他 の 形状 の 3種 に 分類 し ，

各組織型 に お け る こ れ ら の 出現比率 を み て み る

と
， 図 2 に 示 し た ご と くに な る。円形 もし くは卵

円形の 癌細胞の 出現率は，頚管型腺癌の 低分化型

や 類 内膜腺癌に 比 較的高率で そ れ ぞ れ 48．5％ ，

43．8％ で あ り， 円柱形 の 癌細胞 の 出現は
， 高分化

100％

50％

鬮 肥 1・・1・ 軅 endometrrold

蠶   一 lr・1・ 飜 aden 。sruam 。u

鍵 驪蠶騨 圃 ・ 口 cleaP 　G臼∬

覊．、撚
響

鍵
鑷
黜 、
諺

戀
　　縛
眄；ζ

鍵
1

鱶η辞欺
贓

總
鎌 羃

爨

韈

麟

鑾

聽

i蘿
臺蕪

’

　 　 §heet 　or 　pali5ade　　　　　　　　　aomous 　or 　grape
−Ilke　　　　　　　　　　　　isolated

図 1　 Distribut三〇n　rates 　by　cellular　arrangements 　in　each 　histological　type　of

　 cervical 　adenocarcinorna
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50％
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図 2　 Distributioll　 rates 　 by　 cellular 　 shapes 　 in　 each 　 histological　 type　 of

　 cervical 　 adenocarcinQrna
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型及 び類内膜腺癌に高 くそれ ぞれ 60．1％，46．2％

で あっ た ．また 多稜形を主体 とす る癌細胞の 出現

は
， 明調細胞癌や腺扁平上皮癌が高率でそ れぞれ

49．7％ ，
302 ％で あつ た ．次に 頚管型腺癌の 分化

度で み て み る と，円形 も し くは卵 円形 の癌細胞 の

出現は
， 低分化 とな る に つ れ高率 とな り， 逆 に 円

柱形 の 癌細胞 の 出現 は低 分化 に な る に つ れ て 低率

とな る傾向に あつ た．

　3，癌細胞の 核形態
一

核形状に つ い て

　癌細胞の 核の形状を 円形 また は卵 円形 ， 三 日月

状ま た は大豆 状， 不 整形 の 3種 に 分類 し ， それ ら

の 出現比率を各組織型別 に 検討 した．図 3 に 示す

ご と く，各組織型 と も円形 また は 卵円形 の 核を呈

す る癌細胞の 出現が極め て 高率で あつ た が ，頚管

型腺癌の 低分化型や 腺扁平上 皮癌で は ， 他の 組織

型 に 比較する と三 日月状 また は 大豆状 や不整形を

呈す る核を もつ 癌細鞄 の 出塊率が 低率 なが ら も増

加す る傾向で ， これ らの 組織型 は ，他型 よ りは 比

較的核形状に 多彩性の み られ る こ とが うか がわれ

た ．

　4．癌細胞 の 核内所見一
核 ク ロ マ チ ン ・パ タ

ー
ソ

に つ い て

　癌細胞の 核 ク ロ マ チ ン 所見を ， 細顆粒状 ， 均一

糎顆粒状，不 規則粗顆粒状 の 3 種類に 分け て 各組

100％

50％
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100％

50％

　 　 apPearen じ e 　rate5 　　　　　　　　（macronucleo の　　　　　　　　　　　　（multiple ）

畷 5　 Dlstribut圭Qkユ rates 　by　appearance 　of 　nucleoli 　in　each 　histological　type

　 of 　cervica 工adenocarcinolna

織型別 にそ れ らの 出現比率を み てみ た．図 4 に 示

す ご と く， 各組織型 とも細顆粒状 の 核 ク 卩 マ チ ソ

を呈 す る 癌細胞 の 出現比率は 極 め て 高率で あ つ

た。 しか し頚管型腺癌の 低分化型や腺扁平上皮癌

及 び明調細胞癌で は ， その 比 率は低 率で それぞれ

67．2％ ， 73．1％ ， 80．0％で あ り， 不規則粗顆粒状

の 核 ク P マ チ ン を呈す る癌細胞 の 出現が増加す る

傾向 に あつ た ．ま た頚管型腺癌 の 分化度 と の 関連

で は ， 低分化 に な る に っ れ細顆 粒状 の ク ロ マ チ

ン ・パ タ
ー

ン を呈 する核を もつ 細胞が やや減少 し，

粗顆粒 状 の ク ロ マ チ ン ・パ タ
ー

ン を 呈す る核を も

つ 細胞 が増加す る傾向がみ られた ．

　 5，癌細胞 の 核小体所見
一

肥大，多発核小体に つ

い て

　細胞 診標本に 出現する癌細胞の 核内に は ，写真

4 に示 す よ うに ， 肥大核小体や 多発核小体が認め

られ る こ と が ある の で
， 核小体 の 出現が認め られ

る癌細胞の 出現比 率を 各組織型 ご と に検討 し た 。

図 5 は そ の 結果で ある が ，
い ずれ の 組織型に お い

て も70％以上 とそ の 比率は 高率で あつ た．こ の 核

小体所見を特 に 肥大核小体や 多発核小体 の 出現比

率 と してみ て み る と，頚管型腺癌は低分化 に な る

に し た が つ て それ らの 出現比率が高率 とな る傾 向

に あつ た 。明調細胞癌 は これ らの 出現比率が比較

的高率で 88．7％で あ り，
こ の 組織型 は 核小体所見

が特徴的で あつ た 。

　6．腺扁平上 皮癌 の 細胞学的所見一特 に 出現癌

細胞の 種類 に つ い て

　腺扁 平上 皮癌で は ，
こ れ ま で 述 べ た他の 組織型

と 異な つ て 出現す る癌細胞 は 多彩な形 態を 示 し

た ．出現す る癌細胞を ，
ま ず細胞質が比較的豊富

で ある が淡 く，高円柱形，円形 また は 類円形を呈

し，核の 偏在性が著明で ある もの を定型的腺癌細

胞 typical 　adenocarcinoma 　cell と し，
こ れ らの 所

見 は 明瞭で は な い が
， 核小体や 核 ク ロ マ チ ン な ど

の 核所見 な どか ら，
ほ ぼ腺 癌細胞 と判定で きるも

の を非 定 型 的 腺 癌細 胞 non −typical　 adenocar −

cinoma 　cell と腺癌細胞を分け，扁平上 皮癌細胞 に

つ い て は
， 細胞形状が楕 円形 ， 紡錘形 もし くは 多

稜形 を呈 し， そ の 辺縁が 明瞭で 核 は 中心性 で あつ

て
，

・一見 し て 扁平上 皮癌細胞 と断定で きる定型的

扁平上皮癌細胞 typiCal　 squamous 　 CarCinOma

ce11 とやや こ れ ら の 特徴 が不 明瞭で あ るが核 ク ロ

マ チ ソ 性 状な どか ら腺癌細胞で な く扁平上皮癌細

胞 と判定 で きる非 定型的扁 平上皮癌細 胞 に 分 け

て ，さ らに 腺癌細胞 とも扁平上皮癌細胞 とも判定

し難 い
， 福 田 の 提 唱 す る

2
冲 間型 癌 細 胞 inter

mediate 　type　carcinoma 　cell （写真 5 ）を加 え て

5種類に 分類 し， これ ら各癌細胞 の 出現比率を検

討 した。図 6 は そ の 結果で あ る．中間型癌細胞 が

50％近 くと他 の 細胞 に比 して 極め て 高率に 出現す

る こ と が認め られ る傾 向に ある が
， そ の

一
方で 腺

性格あ る い は扁平上皮性格の どち らかを有す る癌

細胞 の 出現比率 も比較的高率 となる．し か し両 者
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typigal

　 adeno ．　ca ．　ce トI

non −typical
　 adeno ．　ca ．　celI

Intermediate

　 type 　ca ．　oelI

non −typ1GaI
　 sq ．　 oa ．　 celI

tyPlcaI

　 sq ．　ca ．　cell

議；1蠱・攤 際

50

図 6　 腺扁平 上 皮癌 の 細胞学的所見
一

特 に 出 現癌

細胞 の 種類 に つ い て

％

の定型的な癌細胞 の 出現比率 は む し ろ低 率で あ つ

た ．

　　　　　　　　 考　　案

　子 宮頚部腺癌 の 組織型分類 に つ い て は
， 従来 か

ら形態学的あ る い は組織発生学的見地 か ら種 々 の

分類 が試み られ て い るが，最近 で は WHO 分類
ω

が採用 され る傾向に あ る．し か し WHO 分類 に お

い て は
， 諸家が論ず る よ うに ， 頚管型腺癌 と類 内

膜腺癌 の 鑑別基準が 具体的で な く，ま た 腺扁平上

皮癌の 定義がい ま
一

つ 明確で な い の で ，我 7t は す

で に 報告 した よ うに
3）

，
こ れ ら組織型 に 対す る 診

断基準を WHO 分類 よ り さ ら に 詳 し く設定 し た ．

そこ で そ の 基準に 基づ い て 子宮頚部腺癌 73例を 分

類す る と，各組織型の 出現頻度は表 1の ご と くに

な る．今回 の検討で は腺嚢胞癌は 1例 も認め られ

ず， 明調細胞癌は 3例認 め られ た の み で こ れ らの

組織型は 稀 で あ る とす る諸家 の 報告 と
一

致 し て い

る． し か し頚管型腺癌 と類内膜腺癌 に つ い て は ，

諸家 の 報告を み て もそ の 頻度 に か な りの ひ らぎが

み られ るが ，我 々 の 検討 で は ，頚管型腺癌 と類内

膜腺癌の 比 は5．7 ： 1 とな り，ほ ぼ工 藤らη と手島

ら
8｝

の 報告の 中間 の 比 率 で あつ た． こ の 原 因 は 前

述し た よ うに
，

こ れ ら の 診断基準と 両 組織型 の 境

界に 対する 定義 が 明確で な い た め と考 えられる 。

また腺扁平上皮癌 に つ い て も ， そ の 出現頻度は 諸

家 に よ つ て か な り異な つ て い る が
， 我 々 の 成績 で

は全頚部腺癌 の 中で 3／．5％を 占め て い た ，い ずれ

に し て も今後 ， 頚 部腺癌に お け る こ れ らの 組織型

に対す る診断基準 に ，明確 ts統”．J見解が提示 され

る よ うに なれ ば こ れ ら の 組織型 の 出現頻度 の ば ら

つ きは 当然少な くな る で あろ う．

　子宮頚部腺癌 は ，扁平上 皮癌 に 比 べ て 臨床的 に

予後不 良 とい われ る こ と か ら，特 に その 治療法を

選択す る上 で ， そ の術前診断は 厳重 に か つ 的確に

な され る必要 があ る． こ の 意昧か ら ， そ の 診断的

手段 と し て 価値 の ある細胞診 の 意義 は 大 きく，
こ

と に頚部腺癌 が多彩な病理組織像を呈す る と い わ

れる こ とか ら，そ の 組繊型 と細胞学的所見 との 関

係 は重視され る べ ぎで ある．そ こ で 我 々 は 組織型

推定 の 立場か らそ の 細胞学的特徴を 前述 した 5項

日に つ い て 詳細 に比較検討 し た ．

　頚部腺癌 の 細胞診上 の 所 見をその 分化度 に応 じ

て 分析 した Reagan 　et　 aL12｝
は 低 分化 度 に な る に

つ れ て核面積 の 増大 ，
ク Pt マ チ ソ の 粗大化 とそ の

量 の 増加 ， 肥大核小体 の 増加な どを指摘 し ， 特 に

核 の 変化 に着 目し て い る 。我 々 の 検討で 頚部腺癌

の 分化度 と関係が ある と考 え られた細胞学的特徴

は
， 細胞配列 で は 低 分化に な る ほ ど シ

ー
ト状 も し

くは 棚状配列 の 出現が低率 とな り孤立散在性配列

の 出現が高率 とな る傾 向で あ り，細胞形状 と し て

は 円柱形 の も の が減少 し類 円形 の も の が増加 す る

傾 向で あつ た。核所 見とし て は ク ロ マ チ ン ・パ タ
ー

ン が低 分化 と な る ほ ど細顆粒状 が減少 し粗顆粒状

の もの が低率なが らもや や 増加す る傾 向 と，出現

核小体に 肥大核小体 や多発核小体が増加す る こ と

で あつ た，つ ま り高分化型腺癌の 特徴 は， シ
ー

ト

状ま た は 棚状 の 細胞配列 ， 円柱形 の 細胞形状 ， 円

形 の 核 形状 さ らに は 細 顆粒 状 の ク ロ マ チ ン ・パ

タ ーン と核小体 の 出現 と い え る．

　核小体所見 に つ い て は
，

一
般 に 成長 の 速 い 細胞

や分泌細胞，癌細胞 な ど蛋 白合成 の 盛ん な細胞 で

は，光顕的 に核小体が大 きい とい われ て お りb ，腺

癌細 胞は こ の い ずれ に も該 当す る も の で ある か

ら ，
ど の 組織型 に お い て も70％以上 と高率 に 出現

し た もの と考え られ るe ま た 頚管型腺癌 が低分化

とな る に つ れ ， そ の 核小体が肥 大化及び多発化す

る傾向ぱ
， 未分化 な細胞ほ ど蛋 白合成が 旺盛 で あ

る と い うこ とに つ なが る か も知れな い 。い ずれ に

して も こ の 核小体所 見が，他 の 特徴的 な所 見 に 付

随 し て み られ る と分化度 の 推定 に は 有用 と考 身一ら

れ た ．長谷川 ら
4）

は ，高分化型頚 内膜腺癌で は そ の

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

76 子宮頚部腺癌 の 組織型推定に 関す る細胞学的検討

欝

　 涵 、

写 真 1

訪鞭 ．、，

艱
麟

秘 ．　 韃 艦 ．

シ
ー

ト状 （上 段 ）ま た は 棚 状 配 列 （下 段 ）

蘿
響響

辮

膿

轍

鶏
⊥

験
轡

欝
幽

　

　

醗

、曜
．

皴

孤

晦，
艶

戴

　

　

　
写

評
聯

熱

覊

日産婦誌39巻 1 号

ヨ真写 腺管状 ま た は ブ ドウ房状配 列

擬麟
義 轟 餅饗靉驫き
写 真 4　肥 大核小体 （上 段 ）と 多発核小 体 （下 段 ）

繍 麟
鮎 　　

艦

、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 謹

「

　　　　　 写真 5　中 間 型 癌細胞

餮

函
解

鞠

艦、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1987年 1 月 赤堀他 77

出現癌細胞の 形態は 高円柱で ， そ の 出現態度は 平

面的 か概状の 細胞配列 とな る の が特徴的で ある と

し ， 我 々 の 検討結果 と同様 の特徴 を指摘 して い る．

　頚管型腺癌 と類内膜腺癌の 細胞所見を比較検討

し た と こ ろ，類内膜腺癌は 腺管状 また は ブ ド ウ房

状配列の 出現がや や 多 い の み で
， 他 の 所見 は

，
ほ

ぼ頚 管型腺癌 と類似した もの で あ つ た 。し た が つ

て こ の両者を細胞学的に 区別す る こ とは 困難 と思

われ た． こ の 原因 とし て は ，類 内膜腺癌 と頚内膜

腺癌 の 混合型 の 存在や種 々 の 分化度の もの が包括

され て 含ま れ て い る 点な ど か ら ，
こ の 組織型に お

い て は今後明確 な組織診断基準を確立 させ ，さら

に 検討す る必要があろ う．

　明調細胞癌に 関す る細胞学的所見に つ い て の 報

告 は 少な い が
，
Reagan　et　a1．12 ）に よ る と ， 他 の 組

織型 に比 し て ，
一

般に 異型細胞が 少 な く，group −

ingの 出現や N ／C 比 が大で ， 大 きな核小体 を有す

るも の が多い と い う特徴が あるが
，

こ れ の み で は

そ の 診断は 下 し難 い とい う．Taft　 et　al ．
13 ＞は

， 明

調細胞癌 は む し ろ頚管型腺癌 との 類似性が強 く，

細胞診 よ り推i定す る こ とは 困難だ と報告 し て い る

し ， Vooijs　et　a1 ．14｝も特有な所見 は 認め 難 い と し て

い る．これに対 して Young 　et　aL15
）
は明調細胞癌

を細胞像 よ り推定する の は 進行癌 の 場合は 難 し い

が，累期癌の 場合 に は シ ー ト状の 配列や均一一
な細

顆粒状の ク ロ マ チ ン 分布 ， 裸核細胞 ， 核の 大小不

同や著明な核小体な どが診断の 参考 に な る とし て

い る．こ の こ と に 関する最近 の報告
5）6）”）

をみ る と ，

一般的に 明調細胞癌は
， 癌細胞が比較的平面状に

配列 し，細胞質 は豊富 で ある が淡 く辺縁不 明瞭 で

あ り，
一

見裸核状 に み える細胞が多 く，また 核 小

体も大型で 赤染 し著明 とな る とされ ， これ らの 所

見が そ の 有力な診断根拠 に な る と して い る，明調

細胞癌 の 特徴的 な所見 をあげる と， シ
ー

ト状 の 細

胞配列 ， 多稜形の 細胞形状，円形 の 核，細顆粒 状

の ク ロ マ チ ン ・パ タ
ー

ン で あ り，
こ れ ら の 所見は

他の 組織型に 比 して 薯 明で ある と考 えられた ，ま

た こ れ ら に 加 え て 肥 大核小体は顕 著 な所見 で あ

り，
こ の 組織型 にお け る出現率は 50％を超 え て お

り，診断的価値が 高 い と考 え られ る。こ の こ とは

柏村 ら
5）も指摘す る と こ ろ で あ る． した がつ て こ

れ ら の所見に充分に 留意 して 検索すれば，細胞学

的に こ の 組織型の 推定の 可 能性 は高い．

　他方，腺扁平上皮癌に 関す る我 々 の 検討で は
，

細胞配列や 細胞形状，核形状 ， 核所見 な ど に は こ

れ と い つ た特徴は認め られ ず，む し ろ 出現細胞が

全体 として多彩な細胞形態を呈 す る こ と に特徴が

あ る と思わ れた ． し た が つ て
， 出現細胞を前述の

ご と く 5種類 に 分けて ，それ らの 出現比率を検討

した と こ ろ ，福 田
21
の 提唱す る い わ ゆ る 中間型 の

癌細胞の 出現頻度が最も高率に 出現 し，つ い で 非

定型的 な扁平上皮癌細胞や腺癌細胞 の 出現率が 高

か つ た 。 こ の こ とは
， Noda 　et　aL1

°〕
の 腺扁平上皮

癌 の 組織発生学的 な検討成績を考慮す る と理 解し

得 る．
一

般 に 扁平上 皮癌細胞 と腺癌細胞 の 両者を

認 め れ ば腺扁平上 皮癌 と容易に 推定で きる が
， 今

回 の 検討で は 両者の 細胞を認めた 症例 の 割合 は少

なか つ た．した が つ て 北崎 ら6）も指摘 し て い る よ

うに こ の 組織型の 細胞学的な推定に は
，

こ の 中間

型癌細胞 の 優勢な 出現に 注 目す る こ とが重要で あ

ろ う．

　以上 ， 我 々 が 経験 し た 子宮 頚 部 腺 癌73例 を

WHO 組織分類に 準 じて 分類 し
， それ ら の 細胞学

的特徴を 組織型推定 の 可能性 の 立 場 か ら論 じた

が ， 前述 した それ ぞ れ の 細胞学的所見 に 留意すれ

ば
， 頚管型腺癌の 分化度や 明調細胞癌の推定の 可

能性 は高 く ， さ ら に腺扁平上皮癌に 関 して は 中間

型 癌細 胞に 着 目す る こ とが重要 で あ る と思わ れ

た。
一・
方 ， 類内膜腺癌 の 細胞診 に お ける組織推定

は 困難で あ り， 今後の 検討課題で もある と考 えら

れた 。

　稿 を終 る に 際 し御協力を 頂 い た 当 セ ン タ
ー
検査 部，指 方

輝 正部 長 な らび に 細 胞検査：士：の 諸氏 に 深謝 致 し ま す．な お，

本論文 の 要 旨は，第25回 日本臨床細胞学会総会及 び 第23回

日本癌治療学会総会 に お い て 発表 した，
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